
 

令和６年度 第３回加茂警察署協議会議事概要 

 

 

開催日時  令和６年１２月１３日（金）午後３時00分から午後５時00分まで 

開催場所  加茂警察署講堂 

出席者 

委      員
 

（定数５人）
 

 有本会長   井上委員   鈴木委員 

 竹内委員 
               

（会長以下50音順）
 

計４人 

警   察
 
 桃井署長   小出次長   警務課長 

 伊藤会計課長 生活安全課長 地域課長 

 関刑事課長  土田交通課長  警備課長 

計９人 

 

管内の治安情勢 

 署長から、令和６年１１月末現在の管内の治安情勢について、資料に基づき説明があ

った。 

 

前回の答申事項に対する業務推進状況 

各課長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について、下記のとおり説明があ

った。 

 

１ 地域安全活動の推進 

 ⑴ 自転車盗など身近な犯罪の被害防止 

  ア ＪＲ加茂駅の駐輪場における鍵かけ広報の実施 

イ 世帯訪問による防犯指導の実施 

ウ 加茂市役所職員に対する安全対策講習会の実施 

エ 高等学校におけるＳＮＳ利用時の注意喚起、薬物乱用防止等非行防止教室の

開催 

オ 全国地域安全運動期間中における特殊詐欺等被害防止広報 

 ⑵ 特殊詐欺等の被害防止 

  ア 年金支給日における特殊詐欺被害防止広報 

  イ 各地区の老人会等における特殊詐欺被害防止広報 

 

２ 交通事故防止対策の推進 

⑴ 歩行者の交通事故防止対策の推進 

⑵ 高齢者に対する総合的な交通事故防止対策の推進 



⑶ その他 

ア 夕暮れ・夜間の交通事故防止対策の実施 

イ 各種交通事故防止対策の実施 

 

諮問 

 署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。  

１ 犯罪防止対策の強化 

 ⑴ 身近な犯罪の被害防止 

 ⑵ 特殊詐欺等の被害防止 

２ 交通事故防止対策の推進 

 ⑴ 夕暮れ・夜間時間帯の事故防止対策及び冬道の事故防止対策の推進 

 ⑵ 高齢者に対する総合的な交通事故防止対策の推進 

 

答申      

加茂警察署協議会として協議、検討した結果、 

１ 有効な広報手段としてのひかるくん・ひかりちゃんメールの県民への更なる 

浸透方策の推進 

２ 特に高齢者を重点とした特殊詐欺被害防止広報の推進 

３ 若者だけでなく、中高年に対する闇バイト防止広報の推進 

以上３点に配意した特殊詐欺被害防止広報を行っていただきたい 

との意見を付して諮問のとおり推進するよう答申した。 

 

 意見・要望・質疑等（○は署長等の説明） 

○ 意見・要望 

 １ 首都圏で闇バイトによる強盗事件が発生し、不安に感じている高齢者がいる。 

各種広報の時に闇バイト防止対策についての広報も実施してほしい。 

 ○ 闇バイトに関する教養を中学校での防犯講習で実施する予定です。今後も特 

殊詐欺被害防止広報に合わせて闇バイトに関する広報を継続して実施します。 

 

２ 特殊詐欺の被害を防止するためには、地道な活動が必要と思われるので、各種 

対策を継続して実施してほしい。 

   また、特殊詐欺の手口に応じて被害対象となる年代、性別等に違った傾向が見 

られるので、それぞれの手口を分析し、被害対象別に広報の方法を変えた方が有 

効と思われる。 

 ○ 警察は、各種マスコミを活用した広報や各種会合で広報しているほか、各世 

帯を訪問する機会を活用して個別にも広報を実施しています。 

今後も、あらゆる機会を活用し、広報対象者に合った広報を継続的に実施し 

ます。 



 速度等取締り指針の策定  

 交通課長から、交通事故実態に合わせた速度等取締りを実施する旨の説明があり、了

承した。 

 

その他  

○ 警察署協議会の後に、特殊詐欺被害防止対策の検討会を実施した。 

                   

   会議開催状況              左   同 

 

 

 


